
 

福島県の戦没者遺族会による「平和の語り部活動」  

 

 一般財団法人福島県遺族会は、戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に伝

え、「二度と戦争しない、させない」ため、戦争の実態と教訓を映像化すると

共に、戦没者遺族自らの戦争体験と思いを語る「講話方式」により、県民に

訴える「平和の語り部」活動を、県内の教育機関や、地方自治体及び民間

団体（以下「学校又は地方自治体等」という。）の依頼を受け、令和８年４

月より開始いたしました。  

  つきましては、「平和の語り部」からのお話と、映像資料の視聴の希望が

ございましたら、別添の【遺族会による「平和の語り部」依頼書】に記載の

上、下記遺族会宛てお申し込みをお願いいたします。  

 

【申込先及び問合せ先】  

１ 学校又は地方自治体等の所在地に郡市町村地区遺族会がある場合  

 →別紙「事務局一覧」に記載の各地区遺族会  

２ 上記１以外の場合や「平和の語り部」制度全般に関するご質問等  

 →一般財団法人福島県遺族会（福島市堂殿１）  

 

 

 【一般財団法人福島県遺族会について】  

  当団体は、先の大戦の福島県出身戦没者６６ ,３０４名の遺族により、昭

和 21 年 10 月 15 日に結成された福島県遺族連合会としてスタートし、昭

和 41年に財団法人化、平成 25年 3月に一般財団法人への移行を認可

されました。  

 令和 8 年 10 月には創立 80 周年を迎えます。「二度と戦没者遺族を出

さない」という固い決意のもと、恒久平和な社会を目指し、日本遺族会、

全国各都道府県遺族会、並びに当団体傘下 39 地区遺族会と共に活動

を続けています。  （令和 8 年 2 月 1 日現在 会員数３，８８４名）  

 

 

   【活動の模様】  

       （講話型の実例です） 

      


